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る口腔内細菌叢変化の検討．第２７回 日本口腔腫瘍学会．２００９，１，２９‐３０．第２７回日本口腔腫瘍

学会総会・学術大会抄録集 １４８．

３２ 山下佳雄，秋山兼範，佐野直人，宮本比呂志，後藤昌昭：皮弁により再建した口腔内における唾液

中細菌叢の変化－１６SrRNAによる口腔内細菌叢の網羅的解析－．第３３回 日本頭頸部癌学会．２００９，

６，１０‐１２．頭頸部癌 Vol．３５：（No．２），１３１．

３３ 山下佳雄，檀上 敦，重松正仁，野口信宏，後藤昌昭：間葉系幹細胞を用いた顎裂骨移植のための

基礎研究．第３３回 日本口蓋裂学会．２００９，５，２８‐２９．日本口蓋裂学会雑誌 Vol．３４：（No．２），

１７４．

３４ ○Yue H-Y, Fujita T, Piao L-H, Aoyama T, Uemura S, Nakatsuka T, Kumamoto E: Effect of galanin on excita-

tory and inhibitory synaptic transmission in substantia gelatinosa neurons of rat spinal cord slices. The 31st

Annual Meeting of the Japanese Association for the Study of Pain. 2009, 7, 17-18. Pain Res 24: 2, 77.

地方規模の学会

１ 青山貴博，古賀秀剛，中塚映政，藤田亜美，八坂敏一，熊本栄一：ラット脊髄前角ニューロンの興

奮性シナプス伝達に及ぼす P２Xおよび P２Y活性化の効果．第６０回西日本生理学会（福岡）．２００９，



１１，６‐７．第６０回西日本生理学会プログラム・予稿集 ２２．

２ 森 啓輔，檀上 敦，合島怜央奈，林 利典，黒田好美，下平大治，重松正仁，野口信宏，山下佳

雄，後藤昌昭：顎口腔領域に発生した血管腫に対する monoethanolamine（オルダミン�）を用いた

硬化療法の検討．第４２回 NPO法人日本口腔科学会九州地方会．２００９，１２，５．第４２回 NPO法人日

本口腔科学会九州地方会プログラム抄録集 １３．

３ 小笠原誠司，野口信宏，重松正仁，檀上 敦，山下佳雄，後藤昌昭：口腔外科における手術ナビゲー

ションシステムの使用経験．第７７回日本口腔外科学会九州地方会．２００９，９，１９．第７７回�日本口

腔外科学会九州地方会プログラム抄録集 １９．

４ ○朴 蓮花，藤田亜美，岳 海源，井上将成，水田恒太郎，八坂敏一，熊本栄一：リドカインによる

ラット脊髄膠様質の TRPA１活性化を介したグルタミン酸放出の促進．第６０回西日本生理学会（福

岡）．２００９，１１，６‐７．第６０回西日本生理学会プログラム・予稿集 ２１．

５ 重松正仁，檀上 敦，野口信宏，山下佳雄，埴原恒彦，後藤昌昭：現代日本人の下顎骨副オトガイ

孔の発現頻度に関する研究．日本口腔インプラント学会九州支部会学術大会．２００９，２，２１‐２２．

抄録集 ２４．

６ 山下佳雄，合島怜央奈，檀上 敦，重松正仁，野口信宏，山口能正，後藤昌昭：高線量率１９２Irリモー

トアフターローディング装置を用いて治療した口蓋部扁平上皮癌の１例．第１３回九州地区口腔癌研

究会．２００９，９，１８．

その他の学会

１ 後藤昌昭：変化するインプラント治療のスタンダード －上顎破壊へのリスクファクター－．白鵬

３５周年記念シンポジウム．２００９，７，２６．

２ 後藤昌昭：インプラントを用いた顎顔面リハビリテーション．第３回口腔インプラント専門医臨床

技術向上講習会．２００９，８，２．

３ 後藤昌昭：インプラントを用いた顎顔面リハビリテーション．平成２１年度全国歯科技工士教育協議

会研修講習会．２００９，１１，２１．

４ ○熊本栄一，朴 蓮花，藤田亜美，蒋 昌宇，岳 海源，井上将成，水田恒太郎，青山貴博：局所麻

酔薬によるラット脊髄後角の TRPA１チャネルの活性化．生理学研究所研究会「第５回 TRPチャ

ネル研究会」（岡崎）．２００９，６，４‐５．第５回 TRPチャネル研究会 プログラム・抄録集 １６．

５ ○熊本栄一，柳 涛，藤田亜美，岳 海源，朴 蓮花，水田恒太郎，青山貴博，八坂敏一：ラット

脊髄膠様質の GABAとグリシンによる抑制性シナプス伝達のメリチンによる異なった修飾．生理

学研究所研究会「シナプス伝達の概念志向型研究」（岡崎）．２００９，１１，１２‐１３．生理研研究会「シ

ナプス伝達の概念指向型研究」 抄録集 １２．

６ ○熊本栄一，岳 海源，藤田亜美，朴 蓮花，青山貴博，井上将成，八坂敏一：ラット脊髄後角の痛

み伝達制御におけるガラニンの役割－興奮性および抑制性のシナプス伝達に対する作用．生理学研

究所研究会「痛みの病態生理と神経・分子機構」（岡崎）．２００９，１２，１０‐１１．生理学研究所研究会

「痛みの病態生理と神経・分子機構」 抄録集 ２３．

７ ○中塚映政，谷口 亘，川�康彦，青山貴博，藤田亜美，熊本栄一：パッチクランプ法を用いた脊髄

電気刺激による鎮痛機構の解析．第３１回脊髄機能診断研究会（東京）．２００９，２，７．第３１回脊髄

機能診断研究会 プログラム １３．

８ ○八坂敏一，David I Hughes，Erika Polgar，Gergely G Nagy，渡辺雅彦，John S Riddell，藤田亜美，水



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 檀上 敦 平成２１年佐賀大学中期計画
実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

抜去歯と歯原性細胞を用いたハイブ
リッド骨補填剤の開発

９９６

助 教 重松 正仁 平成２１年佐賀大学中期計画
実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

日本人の下顎骨形態分析と下顎骨に関
連した神経血管系組織の変異に関する
研究

９９１

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 Shigematsu M Most valuable poster presentation award

Korean association of oral and maxillofa-

cial surgeons

The frequency of occurrence of accessory mental forame

(AMF) in modern human mandibular bone and the histo-

logical analysys of neurovascular-like tissue from the AMF

田恒太郎，井上将成，熊本栄一，Andrew J Todd：ラット脊髄後角膠様質におけるサイレントシナ

プスの再考．生理学研究所研究会「シナプス伝達の概念志向型研究」（岡崎）．２００９，１１，１２‐１３．

生理研研究会「シナプス伝達の概念指向型研究」 抄録集 １１．

研究助成等

学術（学会）賞


